
1月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 6月 7月 ８ 月 9月 10月 11月 12月
2020年 --- --- --- 54 .3 51 .2 57 .0 61 .4 54 .3 58 .3 59 .7 61 .4 58 .9
2021年 56 .3 54 .9 56 .8 57 .5 53 .3 54 .3 55 .8 54 .7 51 .9 57 .2 61 .9 61 .3
2022年 61 .4 57 .4 57 .1 59 .9 60 .9 63 .5 62 .6 58 .5 60 .2 62 .6 62 .9
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2022年11月 新型コロナウイルスに関する生活者調査

【行動の抑制度】
控えている行動

【不安度】
感じている不安

新型コロナウイルス影響下での意識･行動

2022年11月は､62.9点
新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣

※調査では小数第2位まで集計していますが､本稿は小数第1位まで(小数第2位を四捨五入)を表示しているため､点数差は見た目の数値と異なる場合があります。

人が密集しない屋外でのレジャー
感染対策商品や日用品の備蓄
時差通勤･時差通学

40.0％
59.8％
29.4％

ｰ 3.6pt
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ｰ 3.1pt

前月差 前年同月差回答率

【行動の実施度】
行っている行動

ｰ    4.2pt
ｰ    9.1pt
ｰ    4.4pt

【不安度】は前月と比べて､｢情報の不足や不確かさ｣(60.7%､2.6pt増)､｢行政の対応｣(71.7％､1.9pt増)､｢経済の停滞｣
(77.3％､1.8pt増)などが微増。【行動の抑制度】は前月から全項目で減少。｢体験型エンタメ｣(49.2％､4.9pt減)､｢人とのボ
ディタッチ｣(62.7％､3.4pt減)､｢旅行･レジャー｣(55.5％､3.0pt減)など｡【行動の実施度】では前月に比べて､｢人が密集しな
い屋外でのレジャー｣(40.0％､3.6pt減)､｢感染対策商品や日用品の備蓄｣(59.8％､3.1pt減)､｢時差通勤･時差通学｣(29.4％､
3.1pt減)などが減少しています。

前月差
＋0.3pt

前年同月差
＋0.9pt

｢あてはまる｣｢ややあてはまる｣の計

調査結果の詳細は次ページ以降をご覧ください

(2020年4月より毎月聴取)

暮らしの自由度について感染拡大以前の普段の状態を100点とすると､現在は何点くらいかをきいたところ､
2022年11月は62.9点となりました。先月からは0.3ptの微増で､3か月連続の増加となりました。なお前年同月との
比較では0.9pt増となっています。

株式会社博報堂(本社：東京都港区)のシンクタンク博報堂生活総合研究所は2022年11月､新型コロナウイルスが流行している
昨今の生活者意識や行動について｢新型コロナウイルスに関する生活者調査｣を実施しました(調査期間は11月4～7日､対象は首都
圏･名古屋圏･阪神圏の20～69歳の男女1,500名。調査概要は4ページ参照)｡

【調査前の状況】全国の感染者数は低下を続け､10月上旬には1週間平均で1日3万人を切るまでに減少しました。それと呼応す
るかたちで水際対策の緩和や｢全国旅行支援｣の実施､また生後6か月～4歳の子どもへのワクチン接種(乳幼児接種)開始など､社会
活動を推進する様々な施策が進められました。一方､冬場に向けてインフルエンザとのダブル流行を警戒する専門家や自治体の
動きが報じられる中､感染者数は徐々に増加し始め､11月初旬には､1週間平均で1日5万人超となる状況での調査です。

11月の｢生活自由度｣は62.9点と微増ながら3か月連続で増加。
｢不安｣は残りつつも､｢行動の抑制｣は引き続き緩む

情報の不足や不確かさ
行政の対応
経済の停滞

体験型エンタメ(ライブ･観劇･映画鑑賞など)

人とのボディタッチ(握手やハグなど)

旅行・レジャー
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1月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 6月 7月 ８ 月 9月 10月 11月 12月

2020年 --- --- --- 54 .3 51 .2 57 .0 61 .4 54 .3 58 .3 59 .7 61 .4 58 .9
2021年 56 .3 54 .9 56 .8 57 .5 53 .3 54 .3 55 .8 54 .7 51 .9 57 .2 61 .9 61 .3
2022年 61 .4 57 .4 57 .1 59 .9 60 .9 63 .5 62 .6 58 .5 60 .2 62 .6 62 .9
前月差 ＋0.1 －4.0 －0.3 ＋2.8 ＋0.9 ＋2.7 －0.9 －4.2 ＋1.7 ＋2.4 ＋0.3

前年同月差 ＋5.0 ＋2.5 ＋0.4 ＋2.4 ＋7.6 ＋9.2 ＋6.8 ＋3.8 ＋8.3 ＋5.4 ＋0.9
■＋5pt以上  ■＋10pt以上  ■－5pt以下  ■－10pt以下
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新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣

■ 生活自由度の理由(一部抜粋)

※調査では小数第2位まで集計していますが､本稿は小数第1位まで(小数第2位を四捨五入)を表示しているため､点数差は見た目の数値と異なる場合があリます。

(単位：点 / 差分：pt)■ 生活自由度

11月の｢生活自由度｣は62.9点と微増ながら3か月連続で増加
水際対策の緩和や､｢全国旅行支援｣の実施､乳幼児へのワクチン接種開始など､社会活動を推進する様々な施策が進む一方で､全国の新規感染者数は
10 月上旬の1週間平均で1日3万人前後から､調査期間中の11月初旬には5万人超に増加。その中で､生活自由度は3か月連続の増加となりました。

回答理由からは､感染も落ち着き､｢コロナと共存段階になった｣との思いの一方､ぬぐえない不安･不自由さの広がりも
生活自由度｢高｣:｢今はまったくコロナを気にしていない｣｢ほとんど以前と変わらない｣生活になったとの声があります。コロナ禍での趣味の発見
を喜ぶ声もあります。｢コロナとつきあっていく｣｢共存の時代に入った｣と､コロナウイルスとの共存段階に入った､とのとらえ方がみられます。
生活自由度｢中｣:｢ワクチンも普及し､感染者数も落ち着き､旅行支援で人出も戻っている｣との声があります。ただ､｢まだ不安はたくさんある｣や､
マスクが緩和されつつある一方で｢マスクを外しにくい雰囲気がある｣｢家族が在宅となり不自由だ｣といった声もあります。
生活自由度｢低｣:｢友人との会食や旅行はまだまだできていない｣との声があります。それ以外にも電車での話し声を注意されたり､コロナ禍で進ん
だ入場制限や事前予約制､家族の在宅による負担､｢アルコールアレルギーなので不快な場面が増えた｣など､さまざまな不自由さがみられます。

普段の状態

極めて不自由

2

 特にマスク も 外ではつけないし ､不安も 感じ ない。 むし ろ コ ロナと つきあっていかなければなら ないと 思う 。 100点  24歳男性･大阪府

 今は､まっ たく コ ロナを気にし ない生活をし ている。 100点  41歳女性･愛媛県

 仕事､プラ イベート と も に､ほと んど以前と 変わら ないと 感じ ている。 ラ イ ブでモッ シュ がないなど雰囲気の変化はあるが、 自分たち

 のし たいこ と はほぼでき るよう になってき ている。
90点  30歳女性･大阪府

 プラ イベート キャンプ場に温泉も でき て意外に面白いから 。 山も 購入し たので､キノ コ も 採れて楽し い。 90点  65歳男性･東京都

 ワク チンも 普及し ､感染対策も 強化し て､共存の時代に入っ たと 思う から です。 85点  61歳女性･東京都

 ワク チンも 普及し ､感染者数も 少し 落ちついてき た気がする。 旅行支援も あり 出かける人が増えてき たので､少し ずつ日常が戻り つつ

 あるから 。
60点  42歳女性･大阪府

 外で自転車に乗ると き や､人が周り にいないと き はマスク を していなく ても よく なっ たから ､少し 過ごし やすく なっ た。 何も わから な

 かっ たと き に比べ今の方が､感染対策に気をつけてさ えいたら 少し は外出し ても 大丈夫だと 思っている。 だけど子供も いるし ､まだ

 まだ外に出かけると き には除菌シート が必須。 不安はたく さ んある。

60点  23歳女性･愛知県

 感染拡大直後、 だいたい2年前と 比べると ､行動制限などはだいぶ緩和さ れているが､いまだに感染者はいる。 60点  25歳男性･兵庫県

 感染者数が減ってき て外に出やすく なっ たが､マスク を外し たく ても 外し にく い雰囲気があり ､不自由さ を感じ る。 50点  34歳男性･東京都

 外食や旅行も できるよう になっ たが､家族が在宅勤務をし ているので､そのスト レスで不自由さ を 感じ る。 50点  58歳女性･埼玉県

 ふだんの生活は徐々に戻ってき ているが、 友人と の会食や飲み会はいまだに再開でき ていない。 40点  55歳男性･兵庫県

 友達と 食事に行きづら く なっ たし ､旅行や遊びに行く こ と も あまり できない。 また電車の中で普通の声で話し ていても 注意さ れたり ､

 周り の人の目が怖い。
30点  20歳女性･大阪府

 だいぶなく なっ たと は思う が、 入場制限と か事前予約制などが増えた印象。 そのため､その日にふら っ と 出かけら れない場所が増えた

 気がする。
20点  33歳女性･東京都

 家族が在宅勤務になり 、 自分一人になる時間が全く なく なっ た。 スト レスがたまって仕方がない。 0点  52歳女性･千葉県

 除菌用のアルコ ールにはアレルギーがあるのに理解さ れず､暴言を 吐かれたり ､入店時に消毒を 強要さ れて手が赤く 腫れたり ､入店拒否

 をさ れたり と ､不快な思いを するこ と が増えたままの状況が変わら ないため。
0点  53歳男性･愛知県

高

( 61点以上)

中

( 41〜60点)

低

( 40点以下)



22年9月 22年10月 22年11月 前月差 前年同月差

経済の停滞 71.8 75.5 77.3 ＋1.8 ＋5.1

海外の情勢 67.9 70.9 72.4 ＋1.5 ＋12.6

行政の対応 67.1 69.8 71.7 ＋1.9 ＋6.4

自分や家族の健康 62.3 62.7 61.7 －1.0 －2.7

情報の不足や不確かさ 56.3 58.1 60.7 ＋2.6 ＋3.3

自分や家族の仕事・ 収入 59.5 58.7 58.6 －0.1 ＋0.7

人づきあいの変化 38.9 38.1 37.9 －0.2 －3.1

22年9月 22年10月 22年11月 前月差 前年同月差 22年9月 22年10月 22年11月 前月差 前年同月差

人と のボディ タ ッ チ（ 握手やハグなど） 68.7 66.1 62.7 －3.4 －14.2 56 .0 58.3 57.1 －1.2 －10.8 －5.6

旅行・ レジャ ー 64.5 58.5 55.5 －3.0 －20.4 45 .9 44.2 42.3 －1.9 －11.2 －13.2

交友・ 交際 60.1 55.5 53.3 －2.2 －16.6 48 .2 46.0 45.7 －0.3 －7.6 －7.6

不要不急の外出 61.6 53.8 51.7 －2.1 －20.0 53 .5 50.2 49.1 －1.1 －12.7 －2.6

体験型エンタ メ （ ラ イ ブ・ 観劇・ 映画鑑賞など） 58.1 54.1 49.2 －4.9 －20.9 45 .8 45.2 41.8 －3.4 －12.7 －7.4

不要不急の買い物 57.3 48.5 48.3 －0.2 －16.0 49 .7 47.1 46.1 －1.0 －10.8 －2.2

外食 55.7 50.9 47.9 －3.0 －19.9 46 .9 44.9 41.8 －3.1 －11.0 －6.1

22年9月 22年10月 22年11月 前月差 前年同月差 22年9月 22年10月 22年11月 前月差 前年同月差

感染対策の徹底（ マスク 着用や手洗いなど） 86.4 86.3 86.1 －0.2 －5.2 74 .9 76.7 77.3 ＋0.6 －9.2 －8.8

十分な運動・ 栄養・ 睡眠 71.8 75.2 73.6 －1.6 －1.6 78 .3 79.7 78.1 －1.6 －6.5 ＋4.5

キャ ッ シュ レスでの支払い 60.4 62.9 61.0 －1.9 －2.4 62 .1 65.5 65.7 ＋0.2 －1.3 ＋4.7

感染対策商品や日用品の備蓄 64.1 62.9 59.8 －3.1 －9.1 64 .3 62.5 61.7 －0.8 －9.6 ＋1.9

自分で料理する 50.8 51.3 51.7 ＋0.4 －3.3 58 .6 60.3 61.0 ＋0.7 －2.8 ＋9.3

家の中ででき る娯楽 56.5 51.7 48.9 －2.8 －14.2 50 .7 50.3 47.6 －2.7 －10.1 －1.3

感染対策を 徹底し ている店や施設の利用 53.0 50.3 48.6 －1.7 －10.0 49 .5 50.9 49.1 －1.8 －12.3 ＋0.5

混む時間を 避けたり 、 来店頻度を減ら し た買い物 53.8 50.6 48.2 －2.4 －13.3 49 .3 49.0 49.1 ＋0.1 －9.6 ＋0.9

スト リ ーミ ングサービスの利用（ 動画や音楽など） 44.9 44.1 44.6 ＋0.5 －2.5 48 .2 47.7 48.1 ＋0.4 －1.8 ＋3.5

スマホやパソ コ ンなどでのゲーム 42.7 43.7 43.5 －0.2 －3.7 42 .8 42.9 44.5 ＋1.6 －3.6 ＋1.0

自家用車での移動 42.7 42.9 42.2 －0.7 －4.8 43 .5 45.0 43.3 －1.7 －2.6 ＋1.1

人が密集し ない屋外でのレ ジャ ー 40.9 43.6 40.0 －3.6 －4.2 46 .0 49.2 46.6 －2.6 －8.3 ＋6.6

SN Sの閲覧・ 投稿 40.4 39.4 39.4 ±0.0 －1.3 48 .1 46.7 48.1 ＋1.4 －3.1 ＋8.7

家の中ででき る運動 42.4 41.3 39.0 －2.3 －2.9 46 .0 46.7 46.4 －0.3 －5.3 ＋7.4

人が密集し ない屋外での運動 37.9 40.1 37.8 －2.3 －4.3 44 .1 44.9 43.9 －1.0 －5.0 ＋6.1

イ ンタ ーネッ ト 通販や出前の利用 36.1 35.6 33.5 －2.1 －8.8 39 .7 39.4 39.1 －0.3 －4.0 ＋5.6

副業（ 検討含む） 28.9 28.5 31.2 ＋2.7 ＋0.1 29 .7 28.9 33.9 ＋5.0 ＋1.8 ＋2.7

家の環境充実（ 通信環境整備や家電購入など） 30.2 29.6 30.1 ＋0.5 －0.8 35 .1 36.0 35.3 －0.7 －4.3 ＋5.2

時差通勤・ 時差通学 33.1 32.5 29.4 －3.1 －4.4 35 .3 37.7 35.5 －2.2 －5.0 ＋6.1

テレワーク  ※有職者ベース 29.3 26.4 27.9 ＋1.5 －0.3 30 .3 29.6 30.9 ＋1.3 －0.4 ＋3.0

投資や資産運用 27.5 27.7 26.5 －1.2 －1.9 35 .3 37.0 38.3 ＋1.3 ＋1.3 ＋11.8

モノ を手作り する（ 手芸、 リ フ ォ ーム、 D IYなど） 25.8 25.8 25.1 －0.7 －0.2 31 .1 31.5 32.7 ＋1.2 －1.3 ＋7.6

普段より 少し 良いも のを買う 25.7 25.7 24.5 －1.2 －3.7 29 .4 30.1 29.7 －0.4 －3.2 ＋5.2

就職・ 転職・ 起業（ 検討含む） 24.1 23.2 24.3 ＋1.1 －0.6 28 .3 26.7 26.9 ＋0.2 －0.8 ＋2.6

フ リ マアプリ ・ ネッ ト オーク ショ ンでの出品・ 販売 24.0 24.3 23.9 －0.4 －2.2 27 .6 29.5 28.2 －1.3 －0.9 ＋4.3

フ リ マアプリ ・ ネッ ト オーク ショ ンでの購入 24.3 24.8 23.7 －1.1 －1.2 28 .9 28.8 29.7 ＋0.9 －0.5 ＋6.0

オンラ イ ン学習 20.0 18.9 19.5 ＋0.6 ＋2.0 24 .0 24.2 23.9 －0.3 ±0.0 ＋4.4

お店・ 団体の支援 18.9 18.5 16.6 －1.9 －3.2 20 .1 20.4 19.9 －0.5 －4.6 ＋3.3

転居やリ フ ォ ーム、 複数拠点での生活（ 検討含む） 17.1 17.0 16.3 －0.7 －1.5 21 .6 20.5 21.0 ＋0.5 －2.4 ＋4.7

オンラ イ ンでの飲み会・ 食事会 17.5 17.1 16.1 －1.0 －1.4 19 .0 17.2 18.3 ＋1.1 －1.2 ＋2.2

■＋5pt以上  ■＋10pt以上  ■－5pt以下  ■－10pt以下

【 不安度】

【 行動の抑制度】

【 行動の実施度】

[ 実態]   感じ ている不安

[ 実態]   取り 組んでいる行動 [ 予想]   収束後に取り 組むと 思う 行動

予想と 実態

の差

( 最新月)

予想と 実態

の差

( 最新月)

[ 予想]   収束後に控えると 思う 行動[ 実態]   控えている行動

【不安度】は前月と比べて微増した項目が多い
前月比較では､｢情報の不足や不確かさ｣(60.7%､2.6pt増)､｢行政の対応｣(71.7％､1.9pt増)､｢経済の停滞｣(77.3％､1.8pt増)などが微増。
前年同月比較では､増加した項目が多く､｢海外の情勢｣(72.4％､12.6pt増)*､ ｢行政の対応｣(71.7％､6.4pt増)などが目立ちます。

【行動の抑制度】は前月と比べて全項目で減少
前月比較では､｢体験型エンタメ｣(49.2％､4.9pt減)､｢人とのボディタッチ｣(62.7％､3.4pt減)､｢旅行･レジャー｣(55.5％､3.0pt減)が目立ちます。
前年同月比較では､｢体験型エンタメ｣(49.2％､20.9pt減)､ ｢旅行･レジャー｣(55.5％､20.4pt減) をはじめ､全項目が10pt以上減少しています。

【行動の実施度】では､感染リスクを回避する行動が前月から減少
前月比較では､｢人が密集しない屋外でのレジャー｣(40.0％､3.6pt減)､｢感染対策商品や日用品の備蓄｣(59.8％､3.1pt減)､などが減少。
前年同月比較では､｢家の中でできる娯楽｣(48.9％､14.2pt減)､｢混む時間を避けたり､来店頻度を減らした買い物｣(48.2％､13.3pt減)などが減少。
収束後に取り組むと思う行動[予想]…[実態]より[予想]が高いのは､｢投資や資産運用｣(+11.8pt)､｢自分で料理する｣(+9.3pt)などとなっています。

新型コロナウイルス影響下での意識･行動[実態]と収束後の行動[予想]

(単位：％ / 差分：pt)
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■ 生活意識･行動

[*注:｢海外の情勢｣の前年同月からの増加(12.6pt増)には､ロシアのウクライナ侵攻の影響が考えられます｡]



調査地域 ①首都40kｍ圏(東京都･神奈川県･千葉県･埼玉県･茨城県) 
②名古屋40kｍ圏(愛知県･三重県･岐阜県)
③阪神30kｍ圏(大阪府･京都府･兵庫県･奈良県) 

調査対象者 20～69歳の男女
対象者割付 調査地域①～③各500人を各地域の人口構成比(性年代)に合わせ割付
調査人数 合計1,500人

調査方法 インターネット調査
調査時期 2022年11月4日(金)～7日(月)(2020年3月から調査開始/毎月上旬に調査実施)
企画分析 博報堂生活総合研究所
実施集計 株式会社 H.M.マーケティングリサーチ

問い合わせ先

質問項目(質問文)
新型コロナウイルスに関する生活者調査  調査概要

<備考>
･本調査は当面実施し､毎月第3～4週頃に発表予定です(今後の状況変化により､調査内容などを変更する可能性があります)｡
･過去のニュースリリース(2020年4月発表開始)は､以下のURLからご覧いただけます｡

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/

新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣
新型コロナウイルス感染拡大以前の普段の状態を100点､
感染拡大により極めて不自由を強いられる状態を0点とすると､
あなたの現在の暮らしの自由度は何点くらいでしょうか｡(0～100点の数値を回答)
また､あなたがその点数をつけた理由をお答えください｡(自由回答)

新型コロナウイルス影響下での意識･行動[実態] ※一部､有職者ベースを含む

新型コロナウイルスの流行に関連して､次のような意見があります｡
それぞれについて､あなた自身のお気持ちや行動にもっとも近いものをひとつずつお答えください｡
(単一回答：あてはまる/ややあてはまる/あまりあてはまらない/あてはまらない)

新型コロナウイルス収束後の行動[予想] ※一部､有職者ベースを含む

今後､新型コロナウイルス感染への懸念がなくなったとしても､あなたは次に挙げるような行動をすると思いますか｡
それぞれについて､あなたご自身の予想にもっとも近いものをひとつずつお答えください｡
(単一回答：すると思う/時々すると思う/あまりしないと思う/しないと思う)

© 2022 Hakuhodo Institute of Life and Living, Hakuhodo Inc. All rights reserved.

[※有職者]
2022年11月 :1,095人
2022年10月 :1,077人
2022年  9月 :1,051人

<2020年>
4月   7都道府県で｢緊急事態宣言｣が発出(5/6まで)
    緊急事態宣言を全国に拡大
5月   緊急事態宣言が解除(39県､ 後に大阪･兵庫･京都)
    1都3県含む47都道府県すべてで解除 
6月   東京で警戒情報｢東京アラート｣が発動
9月   東京でGoToトラベルの予約開始
10月 GoToイートの予約開始
11月 GoToトラベルの一時停止を首相表明
 東京や大阪含め10都道府県でGoToイート中断
12月 GoToトラベルが一時中止(東京､ 後に全国)

<2021年>
1月   緊急事態宣言が再発出(1都3県､ 後11都府県に拡大)
2月   緊急事態宣言､3月7日まで延⾧が決定
3月   大阪･兵庫･京都で同宣言解除､3/21に1都3県解除
4月   まん延防止等重点措置の適用が順次拡大
    緊急事態宣言､東京･大阪･兵庫･京都に､3度目の発出
5月   緊急事態宣言の継続､拡大､延⾧(愛知･福岡追加) 

    高齢者へのワクチン接種進む
    大規模接種センター開設(東京･大阪)

6月   緊急事態宣言､沖縄を除き解除
    7都道府県はまん延防止等重点措置へ移行､3県は継続

7月   緊急事態宣言､東京(4度目)､首都圏3県･大阪に拡大
東京五輪開幕
北海道･石川･京都･兵庫･福岡にまん延防止等重点措置

  

(参考)調査期間中の社会の主な動き ※感染者数の出典：関連ホームページ(厚生労働省､東京都とも11月10日時点)
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(単位：人)

<2021年>
8月 新規感染者が全国2万5千人超､東京で5千人超を記録

緊急事態宣言(19都道府県)､まん延防止等重点措置(8県)､9月末まで延⾧
9月 新規感染者の減少 月初の2万人台が中旬には6千人規模に､下旬には千人を下回る日も

重症者の減少 初旬2千人超で過去最多を更新後､減少を続け月末には千人を下回る
ワクチンの2回接種者が全人口の5割を超える
緊急事態宣言(19都道府県)､まん延防止等重点措置(8県)が全面解除(9/30)

10月 新規感染者数が100人以下､東京では一桁になるなど減少傾向が続く
11月 大規模イベントの上限制限撤廃 1都3県と大阪で飲食店への自粛要請の緩和
12月 下旬まで感染者数は低位推移 下旬に大阪や東京でオミクロン株の市中感染
<2022年>
1月  1日9万人超など全国感染者数が急増 自宅療養者､救急搬送困難事例も大きく増加

｢まん延防止等重点措置｣の適用自治体は拡大を続け､月末には34都道府県に
2月 全国感染者数が1日10万人突破後､減少傾向に 北京冬季五輪･パラリンピック開幕

まん延防止等重点措置､5県では2/20をもって解除､18都道府県では3/21まで延⾧決定
3月 まん延防止等重点措置が18都道府県で解除(3/21)。全面解除は2か月半ぶり
4月 全国の新規感染者数､初旬に拡大傾向をみせるも､その後は減少傾向へ
5月 新規感染者は減少傾向 厚労省､マスク着用の考え方を発表(5/20)
6月 6/13の感染者数､東京都958人､全国6,005人 7/2には5日連続で全国2万人超
7月 新規感染者数が全国で初めて20万人超､東京都で4万人超 ｢第7波｣が猛威
8月 全国新規感染者数は20万人超の日が下旬まで多く見られた後､下旬になり減少傾向へ
9月 全国新規感染者数の減少続く オミクロン株対応のワクチン接種開始

[今回の調査時点までの詳細]
10月上旬 全国新規感染者数は1週間平均で1日あたり3万人前後
10月11日 水際対策､大幅に緩和 ｢全国旅行支援｣開始(東京都は20日から)
10月25日 生後6か月～4歳の子どもへのワクチン接種(乳幼児接種)始まる
11月上旬 全国新規感染者数､1週間平均で1日あたり5万人台へ増加

20代 30代 40代 50代 60代 合計

男性 131 143 180 172 127 753

女性 128 140 178 169 132 747

合計 259 283 358 341 259 1,500

株式会社博報堂 広報室(玉･山田) 03-6441-6161 koho.mail@hakuhodo.co.jp


